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「
み

や

ぎ

政

策
の
風
一

「
い
ま
○
Ｏ
が
面
白
い
」

と
い
う

コ
ピ
ー
風
を
ま
ね
て
言
う
と

「
い
ま
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

・
ア
イ
デ
ア
競
争
が
面
白
い
」

一

イ
ン
タ

ｉ
ネ
ッ

ト
上
で

各
県
や
市

町
村
の
ホ
！
ム
ペ
ー
ジ
が
花
盛
り

た
。
地
元
を
超
え
全
国
相
手
に
ア
ク

セ
ス
数
を
競
う
よ
う
に
構
成
や
メ
ニ

ュ
ー
に
知
恵
比
べ
が
あ
り
、

週
ご
と

日
ご
と
内
容
が
進
化
し

て
い
る
。

こ
れ
は
知
事
や
市
長

ら
ト
ッ
プ
の
自
治
体
経

営
感
覚
の
変
化
ど
実
績
に
対
す
る
自

信
を

示
し
て
い
る
。

バ
ブ
ル
崩
壌
後
、
国
は
時
代
の
ト

レ
ン
ド
を
読
み
誤
り
デ
フ
レ
回
避
に

公
共
投
資
を
拡
大
す
る
旧
来
型
政
策

を
続
け
て
七
百
兆
円
に
上
る
財
政
赤

字
を
積
み
上
げ
た
。
政
府
組
織
の
整

理
も
遅
れ
、
小
泉
純
一
郎
首
相
に
よ

る

「
改
革
」
も
中
途
半
端
だ
。

一
方
、

地
方
も
国
に
引
き
ず
ら
れ

て
財
政
難
が
深
刻
化
し
た
が
、
意
欲

的
な
ト
ッ
プ
は
白
治
体
経
営
を
劇
的

に
変
え
、

新
し
い
芽
を
育
て
た
。

一
巨
額
補
助
で
企
業
を
誘
致
、

雇
用

と
税
で
元
を
と
る
地
域
振
興
で
成
功

し
た
三
重
県
、

情
報
公
開
を
先
導
し

た
宮
城
県
、
教
育
委
員
会
廃
止
案
な

ど
組
織
を
徹
底
ス
リ
ム
化
す
る
埼
工上

県
志
木
市
、
予
算
に
住
民
要
望
を
直

結
さ
せ
た
北
海
道
ニ
セ
コ
町
の
試
み

な
ど
は
広
く
知
ら
れ
た
例
だ
。

一
一
〇
〇
〇
年
四
月
施
行
の
地
方
分

権
一
括
推
進
法
は
国
と
地
方
の
「
対

等
」

を
う
た
っ
た
。
地
方
の
実
績
は

こ
の
理
念
の
具
体
化
だ
。
意
欲
的
な

地
方
ト
ッ
プ
は
国
の
指
導
を
超
え
、

国

を
政
策
で

リ
ー
ド
し
た
。

地
方
側
の
こ
う
し
た
自
信
は
国
の

補
助
金
を
な
く
し
税
源
を
地
方
に
移

す
三
位
一
体
改
革
を
め
ぐ
る
先
月
の

全
国
知
事
会
の
議
論
で
も
示
さ
れ

た
。
省
庁
の
権
益
調
整
が
丸
投
げ
さ

れ
た
難
題
を
受
け
、
三
兆
二
千
億
円

の
削
減
案
を
ま
と
め
あ
げ
た
。
対
立

は
激
し
か
っ
た
が
採
決
後
は
「
地
方

が
国
の
予
算
作
リ
に
絡
む
こ
と
が
で

き
た
」

と
勝
利
感
さ
え
漂
っ
た
。

ま
た
、

見
や
す
い
形
で
は
岐
阜
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
人
気
の

「
善
政
競

争
・
平
成
の
関
ケ
原
合
戦
」

が
好
例

だ
。
全
国
自
治
休
の
最
新
施
策
を
登

録

式
で
紹
介
、

イ
ン
タ

ｉ
ネ
ッ

ト
利

用
者
の
人
気
投
票
を
べ
ー
ス
に

「
合

戦
功
名
賞
」

を
選
び
表
彰
す
る
。

県
政
展
開
に
自
信
が
な
く
て
は
作

れ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
だ
。

そ
の
知
事
は

初
め
て
自
分
か
ら
手
を
挙
げ
全
国
知

事
会
長
に
な
っ
た
梶
原
拓
氏
だ
。

し
か
し
い
わ
ゆ
る
改
革
派
自
治
体

ト
ッ
プ
に
よ
る
政
策
競
争
は
数
値
目

標
や
評
価
制
度
の
導
入
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
一
検
証
で
き
る
選
挙
公
約
）
採

用
な
ど
の
普
及
で
、

ア
イ
デ
ア
勝
負

の
段
階
は
す
ぎ
た
と
さ
れ
る
。

今
は
「
政
策
立
案
能
力
」

が
キ
ー

ワ
ｉ
ド
だ
。
特
に
県
は
国
対
地
方
で

は
地
方
を
代
表
す
る
が
、

県
対
市
町

村
で
は
攻
め
ら
れ
る
側
だ
。

そ
れ
だ

け
職
員
も
研
究
心
が
必
要
に
な
る
。

宮
城
県
が
今
春
「
み
や
ぎ

政
策

の
風
」
を
発
刊
し
た
の
も
こ
の
流
れ

だ

ろ
う
。

先
日
第
二
号

が
出
た
。

初
号
「
知
的
障
害
者
の
地
域
生
活

移
行
に
内
在
す
る
コ
ン

フ
リ
ク
ト
し
、
二
号

「
地

方
分
権
下
の
宮
城
の
社

会
資
本
整
備
と
今
後
の

展
望
」
な
ど
の
論
考
は
、

県
事
業
の

間
題
認
識
や
目
的
を
実
証
的
に
説
明

し
読
み
応
え
十
分
。
こ
の
内
容
で
ラ

ー
メ
ン
一
杯
よ
リ
安
い
四
百
五
十
円

は
研
修
資
料
と
し
て
も
買
い
得
だ
。

「
み
や
ぎ
の
風
」
を
県
内
へ
、

東

北
へ
、

ま
た
全
国
へ
伝
え
た
い
。

執
筆
し
た
職
員
を
講
師
に
知
事
も

入
る
自
由
参
加
の
勉
強
会
を
開
く
工

夫
な

ど
も
あ
っ
て

い
い
と
思
う
。


